
８月１３日，当館において，「第３１４回海外邦人安全対策協議会」を開催したところ，

概要につき以下のとおり報告する。 

 

１．冒頭挨拶（安東総括） 

 大統領選結果に関してはジョコウィ政権側とプラボウォ陣営側の和解でひと段落ついた。

一方で、イスラム強硬派が新たな基盤を設けるべく旗頭（リーダー）を探しているのが現状。 

先週８月７日、犠牲祭を前にして領事メールで注意喚起をさせてもらったが、具体的な脅威

の情報に基づくものも入ってきている。脅威に対しては常に注視しているので大使館情報

に注意を払っていただきたい。今週末１７日（土）は独立記念日であり，テロ対象にもなり

うるため，注意を継続して頂きたい。 

 

２．最近の政治・治安情勢（佐藤書記官） 

 現在ジャカルタ特別州警備当局の警戒態勢は最高位のレベル３に上げており，８月１７

日の独立記念日に向け，警備体制を固めているところ。７月１６日には，西スマトラ州の州

都パダンで独立記念日を狙ったテロ準備行為により１名が逮捕された。当日，政府による記

念式典が行われるジャカルタ中心部モナス塔（ムルデカ広場）周辺で午前６時から交通規制

が敷かれる。 

 

３．邦人に関わる最近の事件・事故報告（佐藤書記官） 

（１）７月下旬の深夜、スカルノハッタ空港から（当国最大手の）ブルーバードタクシーを

利用した邦人が車内で眠ってしまいカード類が入ったカバンを盗まれた。犯人はすでに逮

捕された。またＭＲＴ車内で眠り込んでしまうことは危険と認識してほしい。 

 

（２）ジャカルタ首都圏では，８月２日にジャワ島西端バンテン州沖を震源とする地震で大

きな揺れがあり、４日には長時間の停電が発生した。地震では，邦人も住むアパートメント

にひび割れ等の被害があったので，災害時における住居や勤務先建物からの避難要領を再

確認し，貴重品をすぐに持ち出せるよう、現金はルピアだけでなく米ドルも準備しておく等

の準備が重要。断水や停電に備え，水や食料品のストックをお勧めする。また停電により携

帯電話基地局への電力供給も止まり携帯電話が使えず安否確認ができなくなった。各組織

内におかれては，日頃の行動・日程等を事前共有するなどの備えをお願いする。 

 

（３）ジャカルタ市内主要道路の渋滞緩和対策として，通行車両の奇数偶数規制の地理的範

囲が拡大される。現状９つの主要道路が規制対象だが、スナヤンからブロックＭへの区間な

ど、あらたに１６の道路が追加されることになっている。規制は月曜日から金曜日まで、時

間は６:００～１０:００と１６:００～２１：００の１日２回。９月９日（月）に正式導入さ

れることになっている。 



 

（４）香港のデモによる影響について。香港をトランジットで利用したジャカルタ在留邦人

がデモの影響のため、空港内で身動きできなくなった。当面，香港経由の渡航には注意され

たい。 

 

４．質疑応答，各社（団体）からの報告等 

 

（１）首都圏地震、停電による影響について 

ジャカルタ首都圏で発生した、８月２日に地震と４日に長時間停電による影響について各

社から報告あり。影響あるいは被害が出たという報告は以下の通り。 

  ・携帯電話による連絡ができず安否確認に問題あり   ４社（公的機関も含む） 

  ・公共交通機関のマヒによる影響           ２社（公的機関も含む） 

  ・取引先の工場・ビル・アパートのひび割れ等被害   ２社 

上記以外は、特に被害というものはなかった、あるいは自家発電等で何とか対応でき，影響

は限定的だったという報告。（出席者は合計２２の民間企業および公的機関） 

 

（２）停電・地震以外に関する報告 

（企業からの報告） 

ジャカルタ市内主要道路の奇数偶数による車両規制が拡大されるとともに監視カメラも増

強される見込み。新たな規制対象エリアは運輸省のホームページで参照可能。また、８月１

３日カラワン県内工業団地で労働組合によるデモが予定されている。午前８時から工業団

地で集り１２時県庁舎前移動する模様で，事前登録は５０００名規模。２００３年労働法第

１３号の改正計画拒否とセクター別最低賃金の早期決定を要求するもの。 

 

（航空会社からの報告） 

・先日の首都圏地震では幸い運航についての支障はなかった。（週末や夜間帯に同様の事例

が発生した場合の搭乗予定者に対する連絡体制について、今後の課題として改善に努める）。

当面の方策として、搭乗を予定される場合は現地（滞在地）で連絡できる連絡先を知らせる

ようにしてほしい。特に日本からの手配時に現地での連絡先を旅行会社に伝えて、予約情報

に入力しておいていただきたい。 

・本年 5 月に到着ビザ（ＶＯＡ）がルピア建て Rp500,000 に変更となった際、外貨建て

（USD）では USD36 となっていたが、昨今 USD37 に値上げされている。一方で、昨今日

本円で 5000 円を要求され、支払ったケースが報告されている。 

 

 次回の海安協は９月１０日（火）開催予定。 


